
事業の計画・内容

■ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

その他
合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

報酬

備品購入費
委託料

3

利用許可件数

197

1,200

達成度

図書利用者数

効率性 3

昭和50年、教育文化関係団体・サークルが専用できる公共施設として開館。利用しやすい小規模の施設として愛用されている。以後一部改善して
いるが、バリアフリーについて改修し利用しやすい施設にする必要がある。図書室においては、図書館情報システムを導入することにより、住民の
方が、より利用しやすい状況をつくっていく。

評
価

必要性 4

今後とも公民館として、地域住民に広く活用される施設として事業を継続していく。図書室について、図書館
情報システム導入を速やかに進めていきたい。

総合評価
有効性 4

9,140 9,230
目標
1％増

Ａ

利用件数を増やすことが文化振興を示す指数 件
661

利用者数を増やすことが文化振興を示す指数 人
9,050

690
目標
2％増

675

H18（目標） H19（目標）事業の目的の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位 H17

9,774
180 180

15,184 18,155

冊 13,570 13,700 13,840図書貸出冊数

人 9,050 9,140 9,230
700 1,000

図書室利用者数1,392 685 1,038
9,971 15,364 18,335

件 661 675 690
2,771 4,564 7,535

利用許可件数（専用利用分）179 179 179
0 3,000 5,318

10,200 10,300
7,200 10,800 10,800

H17 H18 H19

公民館利用者延べ人数 人 10,075

正規職員     （人） 1 1.5 1.5

市内の類似施設

H17 H18（予算） H19（予算）
活動指標 単位

実績値 目標値

本
年
度
事
業
内
容

公民館維持管理に関する事務執行及び図書サービスの充実

運営主体 根拠法令・要綱等 社会教育法・伊賀市公民館条例
（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

設
置
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか）

教育・文化関係の団体や公民館サークル及び市民
教育・文化活動を行うために必要な場を提供することにより、教育・文化関
係団体が自主的な活動を行うことができる。

細々目 01 公民館管理経費
担当部課名 教育委員会　青山分室
作成者氏名 鋤本　方洋 連絡先 ５２－１１１０

細目 101

05 社会教育費
05 公民館費

公民館管理経費
目

基本施策 33 だれもが生きがいを持てる機会をつくる。 項

01 一般会計
款 10 教育費

事業名 1087 公民館管理経費
会計

コード 名            称

施設の管理・運営伊賀市　事務事業評価シート

コード 名               称


